




























































例えば最近よく数学教育で聞かれる用語に 活用 という言葉がある。 年 月に
告示された学習指導要領では、 確かな学力 を目指した学習の段階として 習得 活





















































































らは、本質的学習場の理論に基づき 数の本（ ） と
いう教科書を開発している。この 数の本 の中に含まれる 生産的練習 と呼ばれる




である。図 の右側に記入後の 数の石垣 の例を示す。









、 と と 、 と と と規則的に変化しており、これらの場合に実際の 数の石



























等辺三角形、と二等辺三角形でない三角形の用紙を 枚ずつ 例示 する。
その後、様々な三角形を子どもらに見せては、 これは似ているかな、似ていないか










図 類似探究授業 分類 ） 図 類似探求授業 共有 ）
に依存するという意味ではパズルに近い。 あるなしクイズ という名称は、パズル作
家の芦ケ原伸之によるものであるが、上記の類似探求授業のなかで行われる発問は、算



























）以下、 算数・数学教育 を短く 数学教育 と称する。
）数学教育学研究会編（ ） 算数教育の理論と実際 聖文新社
）以下、ペンシルパズルと表記。
） 算数・数学教育を生命論的過程として発展させる （港三郎訳）．日本数学
教育学会誌、第 巻 第 号
）鈴木牧子・重松敬一・日野圭子（ ） 本質的学習場に基づく教材の実践的研究 奈良教育大学
紀要 第 巻第
） 谷眞也・川下孝幸（ ） 類似探求授業による構成主義の実践 日本数学教育学会 第 回数学
教育論文発表会論文集
） 谷眞也・川下孝幸・田中大介 類似探求授業に関する考察（ ） 全国数学教育学会誌 数学教
育学研究 第 巻 より。
）同上
